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⑥定着･活用問題


(1) この問題で，かかる時間を1/3にしたいときは，人数をどうすればよいでしょうか。


(2) 身の回りで反比例になっていると考えられる事象を取り上げ，反比例かどうかを確認してみよう。








⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・伴って変わる2つの数量の積が一定であるときは，反比例の式を使って関係を表すと，知りたい数値を求めることができる。


・具体的な数を代入する等して考えると2量の関係がつかみやすい。





④共同追究後半（ゆさぶり）


「変化の様子からも人数と時間の関係が反比例といえるか？」


→「いすの数が同じだから，人数が2倍になれば時間は1/2倍になる。だから，反比例の関係といえる。」


「30人だと一人当たり50/3脚で，60人だと一人当たり25/3脚で片付ける数が半分になるから反比例だ。」





④共同追究前半（思考を深める）


「どの考え方にも共通していることはなんだろう？」


→「式も表も，「人数と時間をかけて一定」を使って考えている。」





③個人追究:人数と時間の関係を式や表に表し数値を代入する。





②学習課題:仕事の量が同じことから，人数と時間の関係を式や表に表して必要な人数を考えよう。





②見通し:人数と時間がどんな関係かわからない。


→500脚のいすを片付ける仕事の量は同じと考えればよい。


























①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・反比例の定義や，式，表の特徴を理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・2つの数量の関係に着目し，変化や対応から反比例の関係を見いだす学習をしている。　


○共同追究でのゆさぶり


・2つの数量の関係から式を予想して求める生徒がほとんど。


○ゆさぶりに対応する経験


・「もし～ならば」と具体的な場面に照らして，置き換えて考える学習をしている。





≪学習問題≫


体育館に500脚のいすを並べるのに，30人で20分かかりました。15分以内でこの作業を終わらせたい。仕事にかかわる人たちが，同じだけの働きをするとし


て，15分以内で作業を終わらせるには，最低何人必要ですか。





≪定着・活用問題≫
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≪学習問題≫








＜本時の展開に当たっての留意点＞


・生徒のつぶやきを大切に取り上げ，「仕事の量が同じ」になるために，どのように考えて求めていったらよいか，追究の見通しをもたせたい。


・いくつかの具体的な数を代入して表を作成し，数量関係が反比例になることを予想させて追究に入らせたい。また，実際の場面を想起させて確認させたい。








